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第４期科学技術基本計画の策定について
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○ 今後５年間の科学技術に関する国家戦略として、科学技術基本法に基づき、平成８年度以降、５年
ごとに科学技術基本計画を策定。本年度は、第３期基本計画（平成１８～２２年度）の最終年度。

○ 平成２１年９月４日の総合科学技術会議において、内閣総理大臣より、「科学技術に関する基本政
策について」諮問されたことを受け、第４期基本計画策定に向けた調査・検討を開始。

○ 第９３回（昨年１０月２２日）及び第９４回（同１２月１０日）の総合科学技術会議において基本計画の
検討状況が報告。その後、第９５回（同１２月２４日）の総合科学技術会議において答申案が決定さ
れ、総理へ答申。最終的には、本年３月に閣議決定の予定。

第94回
（12/10）

第93回
（10/22）

（参考）第４期科学技術基本計画の策定に向けたスケジュール

第95回
（12/24） 本年３月に閣議決定予定

答申案の決定
→総理へ答申

パブコメ
10/18~11/8



第４期科学技術基本計画の概要（第９５回（同１２月２４日）の総合科学技術会議の資料より
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（参考）第４期科学技術基本計画への総務省ＩＣＴ施策の反映状況①
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「総務省アクションプラン２０１１
－２０１１年度 総務省重点施策－」（昨年８月）の項目

基本計画案での反映状況

１．「光の道」１００％の実現
・「光の道」整備に関する支援の実施
・「光の道」推進関連法制度の整備

－ （注）
－

２．地上デジタル放送への確実な完全移行
・アナログ放送終了（２０１１年７月）に向けた最終体制の整備等
・低所得世帯への地デジチューナー等の支援

－
－

３．「日本×ＩＣＴ」戦略による３％成長の実現
・フューチャースクール推進事業の大幅拡充による「協働教育」の推進

・地域の「つながり力」を高める利用者本位のＩＣＴ利活用の促進

“ⅲ）国民生活の豊かさの向上

人々の生活における真の豊かさの実現に向けて、最新の情報通信技術等
の科学技術を活用した教育、福祉、医療・介護、行政、観光など、公共、民
間のサービスの改善・充実、人々のつながりの充実・深化など、科学技術に
よる生活の質と豊かさの向上に資する取組を推進する。”(p.17)

・医療・健康情報連携基盤の構築、高齢者・チャレンジド・育児／

介護従事者向けサービスの開発等

“ⅳ）高齢者、障害者、患者の生活の質（ＱＯＬ）の向上

高齢者や障害者のＱＯＬの向上や介護者の負担軽減を図るため、生活支
援ロボットやブレインマシンインターフェース（ＢＭＩ）機器、高齢者用のパーソ
ナルモビリティなど、高齢者や障害者の低下した機能を代償する技術、自立
支援や生活支援を行う技術、高度なコミュニケーション支援に関する技術、
さらには介護者を支援する技術に関して、安全性評価手法の確立も含めた
研究開発を推進する。” （p.10）

・電波利用ニーズの急速な拡大・多様化に対応した電波利用料制度
の見直し

－

・ホワイトスペース等新たな電波の有効利用の促進 “ⅱ）我が国の強みを活かした新たな産業基盤の創出

新産業の創出とともに、経済社会システム全体の効率化を目指し、次世代
の情報通信ネットワークの構築、信頼性の高いクラウドコンピューティングの
実現に向けた情報通信技術に関する研究開発を推進し、これらの幅広い領
域での利用、活用を促進する。” （p.18）



（参考）第４期科学技術基本計画への総務省ＩＣＴ施策の反映状況②
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「総務省アクションプラン２０１１
－２０１１年度 総務省重点施策－」（昨年８月）の項目

基本計画案での反映状況

・スマートクラウド戦略の推進 “ⅱ）我が国の強みを活かした新たな産業基盤の創出

新産業の創出とともに、経済社会システム全体の効率化を目指し、次世代
の情報通信ネットワークの構築、信頼性の高いクラウドコンピューティングの
実現に向けた情報通信技術に関する研究開発を推進し、これらの幅広い領
域での利用、活用を促進する。” （p.18） 【再掲】

・ＩＣＴの利活用を阻む規制・制度の見直し －

・安心・安全なネット環境の整備 “ⅰ）国家安全保障・基幹技術の強化

・・・（中略）・・・世界最高水準のハイパフォーマンスコンピューティング技術、
さらに地理空間情報や情報セキュリティに関する技術の研究開発を推進す
る。” （p.19）

４．ＩＣＴ産業の国際競争力の強化
・日本発ＩＣＴの海外展開の推進 －

・アジアユビキタスシティ構想の推進 －

・「グローバルコンソーシアム」の組成 －

・新世代通信網テストベッド（ＪＧＮ－Ｘ）の構築 “ⅱ）我が国の強みを活かした新たな産業基盤の創出

新産業の創出とともに、経済社会システム全体の効率化を目指し、高速次世代
ネットワークの構築、信頼性の高いクラウドコンピューティングの実現に向けた情
報通信技術に関する研究開発を推進し、これらの幅広い領域での利用、活用を
促進する。” （p.18） 【再掲】

・グローバル展開を視野に入れた研究開発・標準化等の推進 “④ 知的財産戦略及び国際標準化戦略の推進

国は、産学官連携の下、国際標準化機構（ＩＳＯ）、国際電気通信連合（ＩＴＵ）、
デファクト標準に関する標準化機関等に対し、国際標準に関する提案を積極的に
進めるとともに、国際標準化活動に的確に対応できる人材の養成、確保に向け、
研修プログラムの開発や国際標準化活動への参加支援を行う。” （p.15）

・デジタルコンテンツのグローバル展開・ネットワーク流通の促進 －

５．グリーンＩＣＴの推進
・ＩＣＴパワーによるＣＯ２排出量１０％以上の削減を実現する観点から、
ＩＣＴによるグリーンイノベーションを推進

“ⅱ）エネルギー利用の高効率化及びスマート化
情報通信技術は、エネルギーの供給、利用や社会インフラの低炭素化を進める上

で不可欠な基盤的技術であり、次世代の情報通信ネットワークに関する研究開発、
情報通信機器やシステム構成機器の一層の省エネ化、ネットワークシステム全体の
最適制御に関する技術開発を進める。”（p.7）
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